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我
国
産
業
革
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

ヨ王

第
四
抗

i¥. 

直売

l記

我

岡

産

業

革

命

rJ) 

女15

:朗

#t]] 

白血

{呆

殖[

序

言

産
業
革
命
に
闘
す
る
定
義
は
必
中
し
も
明
確
で
は
友
い
が
、
之
を
そ
の
組
闘
で
あ
る
英
闘
の
以
態
に
就
て
見
る
に
、
モ
れ
は
封
建

的
生
産
組
織
を
資
本
家
的
生
産
組
織
に
移
す
上
に
輿
勺
て
カ
る
り
し
生
産
様
式
の
費
革
で
あ
っ
て
、

こ
の
崎
製
革
に
よ
っ
て
資
本
家
的

生
産
組
織
、
資
本
主
義
枇
舎
は
急
速
に
設
反
し
た
。
所
謂
生
産
様
式
と
は
生
産
諸
要
素
が
如
何
に
結
合
し
て
ゐ
る
か
の
欣
態
を
指
す

が
、
右
の
時
党
革
に
於
て
は
生
産
諸
要
素
の
う
ち
生
産
技
術
の
愛
車
が
中
心
的
地
位
を
占
め
、
従
っ
て
計
弐
革
命
を
狭
義
に
解
す
れ
ば
、

そ
れ
は
工
業
経
営
が
手
工
的
小
工
業
よ
り
機
械
的
大
工
業
へ
進
む
過
程
で
あ
っ
た
。
而
し
て
特
に
革
命
な
る
文
字
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ

る
の
は
、

一
商
に
於
て
は
工
業
を
中
心
と
し
て
諸
々
の
産
業
が
資
本
家
的
に
経
笹
せ
ら
れ
、
所
詰
資
本
家
的
祉
曾
闘
係
が
る
一
一
向
的
に

資
現
す
る
こ
と
が
確
賓
と
及
。
た
か
ら
で
あ
り
、
他
面
に
於
て
そ
の
中
心
的
地
位
を
占
む
る
生
産
技
術
の
酎
変
革
が
短
期
間
に
行
は
れ

た
か
ら
で
あ
る
e



産
業
革
命
の
期
間
は
英
国
に
於
て
は
、
十
八
世
紀
の
七
十
年
代
よ
り
十
九
世
紀
の
三
十
年
代
に
至
る
約
六
七
十
年
の
聞
を
指
し
、

こ
の
間
に
綿
業
を
中
心
と
し
て
識
維
工
業
部
門
の
機
械
化
が
進
展
し
、
更
に
交
通
業
共
他
の
産
業
の
近
代
化
を
資
ら
し
た
。
共
後
十

九
世
紀
の
中
葉
よ
り
末
葉
に
か
け
て
亘
工
業
部
門
の
機
械
化
が
頗
る
頴
著
に
行
は
れ
、
産
業
の
重
心
は
軽
工
業
よ
り
も
率
ろ
重
工
業

に
移
っ
た
L
め
、
人
呼
ん
で
之
を
第
二
の
産
業
革
命
と
橋
し
、
或
場
合
に
は
之
れ
と
識
維
工
業
に
於
け
る
す
一
草
創
ち
第
一
の
産
業
平

命
と
を
併
せ
て
、
十
八
世
紀
の
末
葉
以
後
の
約
百
年
間
を
産
業
革
命
の
時
代
と
名
付
け
る
人
も
あ
る
。
以
上
の
如
き
産
業
革
命
の
過

程
は
、
形
式
及
、
ぴ
内
容
に
は
に
て
多
少
の
間
違
は
あ
れ
、
近
代
資
本
主
義
諸
閣
の
費
し
く
経
験
せ
る
と
こ
ら
で
あ
っ
て
、
我
園
も
亦
そ

の
例
に
洩
れ
泣
か
っ
た
ョ

然
ら
ぱ
1
4
岡
に
於
け
る
一
事
業
革
命
は
之
を
川
崎
広
求
む
べ
き
か
。

そ
の
終
期
を
肱
界
大
戦
の
終
末
刻
印
ち
大
正
八
九
年
K
求
む
る

に
就
て
は
諸
武
略
々
一
致
し
て
ゐ
る
が
、

そ
の
始
期
に
就
て
は
必
宇
し
も
一
致
し
て
ゐ
な
い
a

本
稿
に
於
て
は
主
と
し
て
こ
の
始
矧

を
問
題
と
し
よ
う
。

ー
ー

諸
説
と
其
論
撮

先
づ
産
業
革
命
の
始
期
に
閲
す
る
主
な
る
設
を
掲
げ
る
。
産
業
革
命
研
気
の
様
成
者
上
回
国
士
は
一
日
清
戦
争
か
ら
欧
洲
大
戦
終

同
ま
で
に
日
本
商
工
業
の
形
態
及
其
従
業
梓
の
経
済
的
性
質
は
著
し
く
鑓
化
し
、
そ
こ
に
産
業
革
命
と
呼
ぶ
べ
き
事
賓
が
起
っ
た
と

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
『
主
活
べ
、
日
清
戦
争
を
以
て
始
期
を
劃
し
て
居
ら
れ
る
。
高
橋
通
吉
氏
も
大
館
之
と
同
誌
で
る
っ
て
、
邸
ち

日
く
『
所
詔
一
産
業
革
命
」
の
誕
生
は
、
早
く
も
之
を
明
治
維
新
よ
り
四
半
世
紀
後
の
日
清
戦
後
に
待
た
ね
ば
た
ら
・
な
か
っ
た
。
い
か

我
闘
産
業
草
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

五
三
三

第
四
都

丹、

上回博士、新自由主義、 2~8頁



、

我
園
産
業
革
命
の
始
期

五
三
四

1， 
四

第
四
十
七
巻

第
四
観

に
も
、
明
治
維
新
と
共
に
早
〈
も
各
種
の
「
経
済
革
命
」
は
敢
行
せ
ら
れ
た
と
と
己
に
他
の
個
所
に
於
て
詳
議
せ
し
通
り
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
等
の
「
経
済
革
命
」
は
要
す
る
に
、
営
時
の
経
済
的
貿
情
に
先
駆
せ
る
法
制
上
の
時
皮
革
か
、
乃
奈
は
自
給
自
足
よ
り
商
品
生

産
経
済
へ
の
餐
革
に
過
伊
d

ゃ
、
そ
の
結
果
、
産
業
革
命
の
進
行
を
著
し
く
促
進
す
る
の
放
呆
は
無
論
あ
っ
た
が
、
し
か
し
未
だ
我
が

経
済
の
生
産
機
式
そ
の
も
の
が
、
機
械
制
工
場
生
産
化
ず
る
所
謂
「
産
業
革
命
一
を
程
し
た
わ
け
?
は
決
し
て
な
か
っ
わ
」
と
。
此
等

の
設
に
治
院
す
る
人
は
少
く
た
い
ω

例
へ
は
山
中
氏
は
日
清
戦
乎
以
前
を
商
業
革
命
の
時
代
と
呼
ぴ
、
日
木
は
日
清
戦
争
後
明
白
に

産
業
革
命
の
時
代

K
入
っ
た
と
述
べ
て
ゐ
る
。

之
に
針
し
て
産
業
革
命
の
始
期
を

H
清
戦
争
以
前
に
遁
む
る
人
に
先
づ
永
井
亨
博
士
が
あ
る
。
氏
は
『
明
治
二
十
三
年
即
ち
一
八

九
O
年
前
後
、
或
は
明
治
二
十
年
代
の
前
半
期
、
或
は
日
清
戦
争
に
先
立
つ
数
年
聞
に
於
け
る
我
園
は
財
政
(
幣
制
)
整
理
及
び
銀
行

整
備
の
後
を
ゑ
け
、
企
業
熱
、
就
中
鍬
道
熱
の
勃
興
に
伴
れ
て
、
産
業
の
機
械
化
、

ヱ
揚
の
動
力
化
が
企
業
経
瞥
の
舎
枇
化
と
共
に

際
立
っ
て
目
に
つ
く
や
う
に
友
り
、
銀
行
よ
り
命
日
枇
へ
、
鈴
道
よ
り
鎖
山
へ
又
ヱ
揚
へ
と
そ
れ
が
移
っ
て
、
家
内
工
業
が
工
場
化
さ

れ
、
手
工
業
が
工
業
化
さ
れ
る
機
運
は
濃
厚
と
左
り
、
そ
の
遁
程
が
は
っ
き
り
と
辿
ら
れ
つ
L

き
た
と
見
ら
れ
、
こ
れ
産
業
革
命
の

過
程
で
は
な
い
か
』
と
論
じ
、
或
は
『
明
治
二
十
三
年
前
後
よ
り
三
十
三
年
前
後
に
至
る
約
十
年
間
は
産
業
革
命
の
初
期
又
は
第
一

期
で
あ
旬
』
云
々
と
述
べ
、
要
す
る
に
明
治
二
十
三
年
の
我
国
最
初
の
近
代
的
恐
慌
時
を
以
て
産
業
草
命
の
始
期
と
せ
ら
れ
る
の
で

る
る
。+

引
に
野
呂
築
太
郎
氏
は
、
或
は
『
明
治
維
新
の
革
命
に
依
っ
て
開
始
せ
ら
れ
た
る
我
が
生
産
様
式
の
慶
草

!
i産
業
革
命

l
lは、

大
躍
に
於
て
日
清
戦
争
前
後
に
於
て
ほ
ピ
完
了
し
た
も
の
ム
」
云
ひ
得
る
〕
と
誠
一
ベ
、
或
は
「
我
が
園
の
産
業
革
命
1
1
i
詳
し
〈
は
大 tc 

高橋勉吉、明治大豆産業愛主主史、 462頁
山中篤太郎、日本祉合経祷D 碗究、 1--2買
永井博士、日本の産業革命D再吟味(経済集志第七替圧鋭)、 431'1
同上、 45頁
野呂築太郎、日本委本主義登迂f史、 61頁
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)
)
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韓
軽
工
業
中
心
の
産
業
革
命
1

ー
が
最
も
急
速
に
進
展
し
た
の
は
明
治
十
五
六
年
よ
り
日
清
戦
争
前
迄
で
、
戦
後
に
於
て
は
平
く
も

一
定
の
登
展
傾
向
が
安
定
し
た
』
云
々
と
い
ひ
、
必
中
し
も
明
確
で
は
た
い
け
れ
ど
も
・
明
治
維
新
と
並
行
し
て
産
業
革
命
が
始
ま

り
、
十
五
六
年
よ
り
そ
の
進
行
が
穎
著
と
な
っ
た
と
設
く
が
如
く
で
あ
る
。

此
等
の
諸
説
に
は
何
れ
も
そ
れ
相
首
の
論
嫁
が
る
り
、
そ
っ
論
嫁
に
立
つ
限
り
何
れ
も
正
論
で
あ
る
や
う
に
忠
は
れ
る
。
例
へ
ば

上
田
博
士
は
、
明
治
維
新
の
費
革
に
よ
っ
て
封
建
制
度
が
廃
止
せ
ら
れ
、
個
人
の
経
済
上
の
活
動
が
共
血
統
や
家
柄
か
ら
解
放
せ
ら

れ
た
か
ら
と
そ
我
閣
の
産
業
革
命
は
起
り
得
た
と
な
し
、
武
士
及
農
民
の
身
分
的
解
放
、

地
租
改
匹
に
よ
る
地
租
の
令
納
化
等
は
産

業
革
命
の
諸
前
慌
で
あ
っ
て
、
此
等
の
前
提
"
が
整
備
し
た
の
が
日
清
戦
争
同
別
で
あ
る
と
見
て
居
ら
れ
る
ゃ
う
で
る
る
。
高
備
鎚
士
口
氏

は
品
川
漣
の
如
く
産
業
革
命
以
前
院
経
向
革
命
の
時
代
を
設
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
告
が
、

え
主

E
E宜

mtbヘ
パ
市

f
f
u一
l
t三一
E
i
ニ

L
-

芝

E
Z
月
ム
口
仕
片
野
コ

-
J
t
J
日

Iι
市
J
高
木

U

後
間
も
た
く
官
骨
工
場
を
前
衡
と
す
る
産
業
の
原
動
機
械
化
乃
至
工
場
化
の
運
動
が
官
民
の
聞
に
旺
ん
に
試
み
ら
れ
た
と
と
も
巴
漣

せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
日
清
戦
争
ま
で
に
於
け
る
と
れ
等
官
民
協
力
の
結
果
は
、
未
だ
要
す
る
に
一
個
の
試
験
期
乃
至

準
備
期
以
上
に
出
で
得
一
な
ん
だ
。
蓋
し
、
営
時
の
日
本
は
、
産
業
の
機
械
化
に
必
要
な
る
環
境
に
未
だ
熟
し
て
ゐ
友
か
っ
た
か
ら
で

あ
っ
九
円
一
と
述
べ
、
日
清
戦
争
以
前
を
以
て
産
業
革
命
の
準
備
期
乃
至
試
験
期
と
せ
ら
れ
る
。
有
に
所
謂
産
業
の
機
械
化
に
必
要
注

る
環
境
と
は
、
大
量
生
産
の
商
品
を
消
化
し
得
る
販
路
、
大
量
生
産
設
備
に
嬰
す
る
資
本
の
供
給
、
機
械
生
還
を
有
利
友
ら
し
む
る

持
貨
の
比
較
的
騰
貴
、
叫
割
外
競
争
上
有
利
な
る
傑
件
の
具
現
、

こ
の
四
保
件
が
整
備
せ
る
状
態
で
あ
る
。
而
し
て
氏
に
よ
れ
ば
か
L

る
有
利
友
環
境
は
日
清
戦
争
を
侠
っ
て
始
め
て
成
熟
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
永
井
博
士
は
、
明
治
の
初
め
十
年
間
に
就
て
、

そ
の
聞
に
は
商
業
革
命
も
農
業
革
命
も
賂
又
産
業
革
命
も
錯
綜
・
並
進
し
て

我
園
産
業
革
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

五
三
五

第
四
披

八、
互玉

同J、65頁
高橋氏、前掲:書、 463](
此黙に就では同氏論文、我が産業革命在;耳目特質(OJ'央公論日目干11三年六月焼〉
に於て簡明に窺はれる。
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我
園
産
業
革
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

五
三
六

第
四
披

八
六

ゐ
た
か
の
如
く
で
あ
る
が
、

工
業
人
口
の
割
合
が
僅
か
に
四
分
に
し
て
商
業
人
口
よ
り
も
少
〈
、
農
業
人
口
が
全
人
口
の
七
割
八
分

を
占
め
る
と
い
ふ
純
然
た
る
農
業
園
に
於
て
、
産
業
革
命
の
過
程
が
進
行
し
つ
L
あ
り
と
は
何
人
も
想
像
し
得
ま
い
と
論
じ
、
十
年

よ
り
二
十
一
一
一
年
陀
至
る
期
聞
に
就
て
は
工
揚
第
働
者
数
・
原
動
力
機
使
用
工
場
数
等
の
統
計
を
援
閉
し
て
、
『
い
か
に
不
精
慌
の
統
計

と
し
て
も
、
右
の
事
賓
が
産
業
革
命
期
の
現
象
で
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
友
い
p

で
あ
ら
う
町
一
正
結
び
、
上
流
~
の
如
く
二
十
三
年
頃
を
以

ζ

産
業
革
命
の
始
則
を
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
之
に
剥
し
て
野
自
民
は
、
維
新
の
穂
市
と
主
」
し
て
政
府
に
よ
る
機
械
生
ザ
の
指
導

榊
判
叫
側
止
を
以
て
生
康
桜
Au
布
一
平
の
出
絞
相
と
た
し
、
W
帆
ハ
e

て
山
γι

舎
一
昨
紫
年
A
川
の
片
町
と
す
る
も
の
L

ル
〈
で
む
る
ε

技
術
艶
草
の
過
程

以
上
の
諸
説
を
通
覧
す
る
に
、
我
園
産
業
革
命
の
始
期
を
日
清
戦
後
に
求
む
る
設
も
、
亦
之
を
二
十
三
一
年
の
恐
慌
時
に
求
む
る
設

も
、
そ
の
時
期
に
産
業
革
命
が
突
如
と
し
て
始
っ
た
k
見
る
の
で
は
左
く
、
共
時
期
に
産
業
革
命
の
現
象
が
は
っ
き
り
と
樽
は
れ
た

と
す
る
慰
に
於
て
、
ま
た
そ
れ
以
前
に
於
て
も
産
業
革
命
的
危
現
象
が
存
し
或
は
そ
の
準
備
が
恋
さ
れ
つ
L
あ
っ
た
と
す
る
離
に
於

て
、
相
一
致
し
て
ゐ
る
。
裂
は
所
謂
産
業
革
命
前
の
事
象
を
産
業
革
命
(
或
は
そ
の
一
部
)

と
見
る
か
否
か
に
よ
っ
て
相
互
の
間
に
、

ま
た
維
新
の
鎚
革
を
同
時
に
産
業
革
命
の
出
妥
結
と
見
る
設
と
の
間
に
、
相
違
が
生
じ
た
ι
わ
け
で
あ
る
。

前
建
の
如
く
産
業
革
命
に
於
て
は
生
産
技
術
の
受
革
が
中
心
的
地
位
に
あ
る
。
我
固
に
於
け
る
生
産
技
術
の
費
革
は
幕
末
に
始
ま

っ
た
。
そ
れ
は
幕
府
及
諸
藩
に
於
け
る
洋
式
て
業
移
植
の
形
に
於
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
洋
式
工
業
は
殆
ど
軍
事
エ
業
の
範

国
に
止
っ
た
が
、
中
に
は
綿
総
紡
績
業
の
如
き
も
の
も
存
し
た
。
維
新
後
政
府
は
る
ら
ゆ
る
工
業
部
門
に
洋
式
工
業
を
採
用
す
る
方

水井博士、前倒論文、 38頁10) 



針
を
明
か
に
し
、
幕
末
の
洋
式
工
場
を
継
承
し
て
そ
の
多
く
を
官
替
と
左
せ
る
の
み
左
ら
や
、
新
た
に
製
紘
・
硝
子
・
セ
メ
ン
ト
・
棉

綜
紡
績
等
多
〈
の
部
門
に
亙
っ
て
機
械
的
生
産
様
式
を
移
植
し
た
。
此
等
の
遁
程
に
於
て
先
づ
機
械
化
が
決
定
的
と
な
っ
た
工
業
部

門
に
は
、
軍
事
工
業
を
別
と
す
る
も
、
制
話
線
業
及
洋
紙
製
造
業
の
二
者
が
あ
っ
た
。
前
者
は
明
治
三
年
乃
一
会
六
年
に
前
橋
落
の
前
橋

製
紙
所
、
小
野
組
の
築
地
製
紙
所
、
政
府
の
富
岡
製
判
明
所
及
工
部
省
製
綿
揚
が
設
立
せ
ら
れ
て
以
後
機
械
化
が
急
速
に
普
及
し
、
殊

に
長
野
鯨
の
機
械
製
紙
業
は
こ
の
時
に
そ
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
後
者
に
於
て
は
六
年
乃
至
九
年
に
官
管
・
民
替
併
せ
て
六
工
場
の

出
以
」
止
を
見
、
地
家
用
紙
・
山
民
主
日
用
紙
等
の
抄
法
に
そ
の
存
立
の
根
嫁
を
得
亡
次
第
に
後
遺
し
た
。

更
に
機
械
的
生
直
椴
式
白
砂
肋
似
の
温
m
m
k
川
町
て
、
師
叫
に
産
業
革
命
の
初
期
に
特
布
の
一
一
現
象
で
あ
る
乎
Z
的
製
造
業
者
と
の
間
の
座

E
f
h
1」
〉

L

Z

。

制
引
い

4
4
tノ
f
砂付

ef

例
へ
ぽ
山
口
一
絡
に
於
て
銭
砲
用
の
反
射
憾
な
築
立
す
る
に
常
り

議
御
池
へ
の
鋳
物
仰
は
排
除
せ
ら
れ
た
。

岡
山

藩
に
於
て
何
某
が
反
射
燈
を
用
ゐ
て
大
砲
を
鋳
作
品
せ
し
際
、
蒋
主
よ
り
そ
の
試
験
を
命
ぜ
ら
れ
た
鋳
物
師
は
、
自
己
の
欠
臓
を
恐
れ

て
、
強
力
た
る
火
薬
を
装
填
し
て
そ
の
大
砲
を
破
裂
さ
せ
た
と
い
ふ
。
ま
た
前
橋
落
が
前
橋
制
北
村
問
所
を
設
〈
る
に
営
り
、
農
家
は
己

の
手
業
の
減
ぜ
ん
と
と
を
恐
れ
、
誹
誘
一
時
に
沸
騰
し
、
或
は
奇
術
と
晋
り
、
叉
は
外
閣
法
と
噺
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
め
る
。

此
等
の
事
貨
を
見
る
な
ら
ば
、
明
治
維
新
と
共
に
産
業
革
命
が
始
っ
た
と
す
る
野
日
氏
の
設
は
必
や
し
も
否
定
す
る
を
得
な
い
。

永
井
樺
士
の
如
〈
純
然
た
る
農
業
園
に
於
て
産
業
革
命
の
過
程
が
進
行
し
て
ゐ
る
と
は
想
像
し
得
司
た
い
と
す
る
こ
と
は
、
観
察
の
結

果
は
兎
も
角
と
し
て
、
考
詮
の
仕
方
と
し
て
は
不
十
分
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

明
治
十
年
以
後
政
府
は
機
械
製
綿
総
の
治
々
た
る
輸
入
を
防
遁
し
、
以
て
金
銀
の
流
出
宇
一
防
止
す
る
こ
と
を
主
穴
る
目
的
と
し
て
.

綿
線
紡
績
業
の
機
械
化
に
多
大
の
努
力
を
傾
注
し
た
。

そ
の
結
果
は
や
が
て
十
五
年
に
大
阪
紡
績
舎
枇
左
る
一
高
徐
錘
の
、
首
時
と

我
図
産
業
革
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

丹、
七

主E

七

第
凶
貌

黒豆博士談
日本宣車車業史、第二巻、 50頁ロ)



我
図
産
業
革
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

五
=
一
八

第
四
銑

J¥. 

A 

し
て
は
抜
群
の
大
台
祉
の
設
立
と
な
り
、
十
八
九
年
の
企
業
熱
勃
興
期
に
は
同
様
の
大
倉
祉
の
族
生
を
見
、

や
が
て
日
清
戦
争
頃
に

は
徳
川
時
代
以
来
農
家
の
主
要
副
業
の
一
た
り
し
手
紡
綿
締
業
を
殆
ど
全
く
衰
類
せ
し
め
た
。
こ
の
間
斯
誌
に
於
て
は
一
一
十
七
年
に

我
図
最
初
の
近
代
的
持
働
手
議
が
起
っ
た
。
之
れ
即
ち
綿
綜
紡
績
業
に
於
け
る
所
詰
産
業
革
命
の
過
程
で
る
っ
て
、
爾
後
斯
業
は
我

岡
工
業
の
重
要
友
る
支
柱
と
な
っ
た
。
従
っ
て
高
橋
氏
の
如
〈
日
清
戦
手
以
前
を
一
様
に
産
業
革
命
の
試
験
問
乃
宝
準
備
胡
と
し
て

片
付
け
て
し
ま
ふ
と
と
は
裂
し
て
安
官
で
あ
ら
う
か
。

右
の
明
日
桁
十
八
九
年
以
紙
特
整
理
の
完
7
別
で
あ
り
r

、
此
時
に
勃
興
さ
，
也
企
業
熱
の
中
心
と
お
っ
た
も
の
は
紡
紘
業
と
鱗
道
議
と

で
る
っ
た
。
併
し
此
期
に
於
て
民
聞
に
新
た
に
起
り

L
機
械
的
工
業
に
は
、
麻
続
続
紡
・
機
械
織
布
・
電
気
精
銅
・
セ
メ
ン
ト
・
精
子
・

製
薬
・
人
浩
肥
料
(
遁
燐
酸
石
き
・
電
気
事
業
の
諸
工
業
が
る
り
、

そ
れ
以
前
に
起
り
し
も
の
に
も
製
鋼
(
銅
材
料
製
法
)
・
浩
般
(
汽
穫
の
製

濫
を
伴
士
・
硫
酸
・
製
油
・
瓦
斯
事
業
等
が
る
っ
た
。
洋
紙
製
造
業
並
に
機
械
製
綜
業
が
此
時
に
は
既
に
相
嘗
の
設
定
を
遂
げ
で
ゐ
た

と
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
勿
論
営
時
の
我
図
は
向
ほ
純
粋
の
農
業
闘
と
稿
し
で
も
差
支
へ
友
い
献
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
聞
に
存
せ
し

工
業
部
門
に
於
て
も
倫
低
家
内
工
業
乃
至
手
工
業
が
依
然
重
要
た
る
地
位
を
占
め
、
生
産
額
に
於
て
重
要
な
地
位
に
あ
り
し
酒
造
業

に
於
て
も
そ
の
経
管
形
態
は
工
場
手
工
業
的
で
あ
り
、
製
綿
工
場
中
に
も
こ
の
形
態
の
も
の
が
少
く
左
か
っ
た
。
斯
〈
の
如
〈
考
ふ

る
な
ら
ば
上
に
列
皐
せ
る
諸
工
業
に
機
械
化
が
始
っ
た
と
は
い
て

工
業
全
般
か
ら
見
れ
ば
機
械
化
の
程
度
は
微
々
た
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
乍
ら
工
業
の
機
械
化
傾
向
に
は
上
述
の
如
く
授
に
歴
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此

時
期
を
以
て
産
業
革
命
の
進
行
が
確
定
的
と
な
っ
た
と
見
る
こ
と
は
ポ
常
で
は
左
か
ら
う
。



四

技
術
費
草
の
犠
件

斯
く
の
如
く
機
械
化
傾
向
に
歴
然
た
る
も
の
あ
り
し
に
も
拘
ら
十
、
高
橋
氏
は
明
治
十
八
九
年
以
後
の
約
十
年
聞
を
も
含
め
て
を

業
革
命
の
試
験
期
乃
至
準
備
期
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
理
由
は
氏
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
如
く
産
業
革
命
に
必
要
な
る
環
境
が
未
だ
成
熟

し
て
ゐ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
氏
が
所
謂
環
境
を
主
要
税
せ
ら
る
L
理
由
は
次
の
一
言
葉
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
。
日
ぐ
『
先
進
国
に
於

け
る
産
業
革
命
は
、
機
械
の
護
明
が
そ
の
直
接
の
原
国
を
な
し
て
ゐ
る
に
反
し
、
我
園
の
一
作
業
革
命
に
於
て
は
そ
の
直
接
族
問
は
、

前
記
の
機
械
利
川
の
経
神
保
件
の
成
熟
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
荒
し
、
機
械
そ
の
も
の
は
緋
新
の
開
閉
酬
の
首
初
か
ら
既
比
利
用
の
白

自
に
委
せ
ら
れ
ゐ
た
る
に
も
灼
ち
ゃ
、
唯
だ
-
っ
、
之
を
有
利
陀
利
用
し
得
る
経
桝
的
保
川
什
に
紙
け
て
ゐ
て
、
之
を
利
用
し
得
友
か

っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
だ
。
十
何
の
酔
却
が
、
我
が
注
業
革
命
の
先
進
闘
の
そ
れ
と
最
も
根
本
的
に
異
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
之
に
汲
生

し
て
各
種
の
特
色
を
示
す
に
至
る
の
で
あ
る
〕
と
。

引
用
文
の
う
ち
機
減
の
褒
明
が
先
か
機
織
利
用
の
僚
件
の
成
熟
が
先
か
の
論
は
必
や
し
も
正
鵠
を
得
て
ゐ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
英

圏
忙
於
て
は
紡
続
機
峨
が
殻
明
せ
ら
る
、
頃
資
本
に
於
て
も
販
路
に
於
て
も
照
又
持
働
市
場
に
於
て
も
、
換
言
す
れ
ば
経
済
的
保
件

に
於
て
既
に
紋
く
る
と
と
ろ
が
左
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
等
ろ
我
固
に
於
て
こ
そ
進
歩
せ
る
生
産
技
術
が
移
椋
せ
ら
れ
、
之
に
従
つ

て
経
済
保
件
が
整
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
我
閤
産
業
草
命
の
特
徴
は
右
の
先
後
の
鼎
に
在
ら
や
し
て
、
所
謂
経
済
的
傑
件
の
整
備
が

自
然
生
長
的
に
行
は
る
」
よ
り
も
寧
ろ
制
度
の
質
草
陀
倹
つ
よ
し
こ
ろ
大
た
り
し
賠
に
存
す
る
の
で
は
お
か
ら
う
か
。

=
の
賄
は
姑
〈

措
〈
と
し
て
、
産
業
革
命
に
謝
し
経
済
的
保
件
の
成
熟
が
苧
一
一
安
で
る
る
こ
と
は
、
高
橋
氏
の
所
訟
の
通
り
で
あ
る
。
然
ら
は
右
の
成

我
園
産
業
革
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

王E

九

第
四
銃
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我
図
産
業
革
命
日
始
期

五
回
。

第
岬
十
七
巻

第
凶
抗

九
O 

熟
は
早
ぐ
と
も
日
清
戦
手
後
に
之
を
待
た
ね
ば
た
ら
友
か
つ
で
あ
ら
う
か
。

先
づ
工
業
の
資
本
家
的
経
皆
に
必
要
な
る
資
本
は
、
徳
川
時
代
に
蓄
積
せ
ら
れ
た
商
業
資
本
に
加
ふ
る
に
、
政
府
の
財
政
活
動
に

よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
た
。
就
中
政
府
が
内
外
市
場
に
於
て
募
集
せ
る
公
償
金
の
一
部
は
近
代
的
工
業
に
投
下
せ
ら
れ
、
制
度
の
受
革

に
作
っ
て
世
間
町
人
及
落
武
士
階
級
に
交
付
せ
ら
れ
た
公
偽
読
書
の
一
部
は
工
業
資
本
と
し
て
荊
肘
せ
ら
れ
た
。
持
働
市
揚
は
明
治
の

初
め
十
年
間
に
は
未
だ
後
透
し
て
ゐ
な
か
っ
た
が
、

十
年
代
に
な
る
と
先
づ
十
三
四
年
の
1

ン
フ

/
I
シ
ヨ

y
矧
に
務
武
士
階
級
の

一
部
が
持
働
者
化
し
、
次
に
紙
幣
整
理
に
件
ふ
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
に
は
農
村
か
ら
勢
働
者
が
出
始
め
た
。

農
民
の
持
働
者
化
は
貨

幣
経
済
の
急
進
に
よ
る
階
級
分
化
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
り
‘
階
級
分
化
の
更
に
契
機
と
な
っ
た
も
の
は
地
租
の
金
納
化
で
る
る

が
、
乙
の
事
は
輸
入
品
の
歴
迫
共
他
の
事
情
E
E

相
倹
っ
て
圏
内
市
場
の
形
成
に
軍
裂
な
る
役
割
を
演
じ
た
。
尤
も
市
場
に
就
て
は
軍

事
工
業
に
射
す
る
政
府
自
ら
の
需
要
、
機
枕
製
品
問
業
に
封
ず
る
海
外
の
需
要
等
を
無
視
す
る
こ
と
は
汗
さ
れ
や
、
殊
陀
製
締
主
に
於

け
る
機
械
化
は
海
外
市
揚
の
需
要
に
膝
じ
て
行
は
れ
た
も
の
で
る
っ
て
、

と
の
限
り
に
於
て
市
揚
的
保
件
は
幕
末
開
港
と
共
に
整
備

し
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
友
い
が
、

工
業
全
般
の
上
よ
り
見
る
と
き
は
、
紙
幣
整
理
に
伴
ふ
企
業
熱
勃
興
期
は
同
時
に
市
場
的
依
件
の

一
際
の
整
備
期
で
あ
っ
た
と
考
へ
る
と
と
が
出
来
る
。

高
橋
氏
は
資
本
的
保
件
並
に
市
揚
的
保
件
の
外
に
、
機
械
生
産
を
有
利
な
ら
し
む
る
持
賃
の
比
較
的
騰
貴
、
並
に
針
外
競
争
上
布

利
友
る
僚
件
の
具
現
を
摩
げ
て
居
ら
れ
る
。
持
賃
の
騰
貴
が
手
工
業
の
機
柑
化
を
促
し
、
ま
た
機
械
工
業
に
於
け
る
資
本
構
成
を
高

度
化
せ
し
め
る
と
は
、

一
般
的
に
云
ひ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
糟
的
に
は
持
賃
騰
貴
が
何
に
図
る
か
と
い
ふ
乙
と
も
考
へ
ね
ば

友
ら
た
い
。
こ
の
貼
に
つ
き
高
橋
氏
は
車
に
『
日
清
戦
争
を
劃
期
と
す
る
諸
事
業
の
勃
興
は
俄
然
賃
銀
の
著
騰
を
招
北
町
』
云
々
と
述

同上、 36瓦14) 



ペ
、
所
謂
諸
事
業
の
内
容
を
一
不
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
そ
と
に
は
機
純
化
の
護
生
と
そ
の
務
逮
と
の
混
請
が
あ
る
の
で
は
左
か
ら
う
か
。

成
程
こ
の
持
賃
騰
貴
に
よ
っ
て
新
た
に
機
械
化
し
た
工
業
部
門
も
あ
ら
う
が
、
之
に
よ
っ
て
機
械
化
の
護
法
を
促
進
せ
ら
れ
た
部
門

も
少
〈
一
夜
か
っ
た
の
で
あ
る
。
要
は
産
業
革
命
の
経
済
的
傑
件
の
一
つ
と
し
て
持
賃
騰
貴
と
弊
働
市
場
の
形
成
と
の
何
れ
を
重
要
視

す
る
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、
私
は
寧
ろ
後
者
を
重
要
腕
し
、
従
っ
て
葬
働
市
場
の
形
成
期
で
あ
る
紙
幣
整
理
の
完
了
期
を
以
て
、
産

業
革
命
の
第
働
的
保
件
の
整
備
期
と
見
た
い
。
第
二
の
封
外
競
争
と
有
利
友
る
傑
件
と
し
て
氏
は
政
府
の
保
護
奨
輸
政
策
を
事
げ
ら

れ
る
が
、
之
は
日
清
戦
争
後
の
み
に
限
ら
れ
た
政
策
で
な
い
と
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

勿
摘
比
佐
一
寸
諸
#
の
傑
件
が
、

日
清
戦
争
後
に
於
て
そ
れ
以
前
に
於
け
る
と
は
比
絞
陀
た
ら
ぬ
和
成
熟
し
た
ζ
v
t
は
高
橋
氏
の
述
べ

ら
る
t
h

如
く
で
あ
る
。
併
し
そ
の
時
に
は
最
Hr
や
産
業
革
命
窓
生
の
前
提
僚
件
な
は
泣
く
、
寧
ろ
産
業
革
命
遊
民
の
、

一一ヨ、，
L

キ
j
h

ーマナ、一、‘

4

4
ト
い
一
J
Z
3

主
義
経
済
愛
遠
の
像
件
で
は
な
か
っ
た
か
。
私
は
資
本
・
弊
働
・
販
路
等
の
諸
傑
件
は
、

日
清
戟
争
後
に
於
け
る
と
は
比
較
に
友
ら
ね

程
偉
い
程
度
に
於
て
Y
は
あ
っ
た
が
、
維
新
後
約
二
十
年
間
陀
整
備
し
た
と
考
へ
、
従
っ
て
こ
の
結
よ
り
し
て
も
紙
幣
整
理
後
の
金

業
熱
の
勃
興
期
を
以
て
産
業
革
命
の
始
期
を
劃
し
た
い
の
で
あ
る
。

五

結

語

以
上
要
す
る
に
、
産
業
革
命
の
中
心
的
地
位
を
占
む
る
生
産
技
術
の
礎
草
は
、
幕
末
に
於
け
る
洋
式
工
業
の
移
値
を
以
で
始
ま
り
、

或
種
の
工
業
部
門
に
於
て
は
明
治
の
一
初
め
十
年
間
に
機
材
化
の
傾
向
が
確
定
し
、
そ
の
間
産
業
革
命
の
初
期
に
特
有
の
手
工
業
者
と

の
聞
の
摩
擦
現
象
も
見
ら
れ
た
。
併
し
全
般
的
に
見
る
と
き
は
.
明
治
十
年
代
の
中
頃
ま
で
機
岐
的
工
業
の
多
く
は
、
特
殊
需
要
に

我
園
産
業
革
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

五
回

第
四
競

九



我
闘
産
業
革
命
の
始
期

第
四
十
七
巻

王E
四

第
四
競

九

基
い
て
起
さ
れ
た
も
の
で
る
る
か
若
〈
は
模
範
施
設
と
し
て
起
さ
れ
た
も
の
で
る
っ
た
。
そ
れ
は
勿
論
産
業
革
命
の
稜
端
を
在
す
も

の
で
は
あ
る
が
、
産
業
革
命
の
時
代
が
我
々
の
眼
前
に
進
展
し
始
め
た
の
は
、
経
済
的
諸
保
件
就
中
資
本
家
的
生
産
に
枢
要
注
る
弊

働
市
揚
・
商
品
市
場
の
形
成
過
程
の
見
ら
る
L
紙
幣
整
理
の
完
了
期
、
帥
ち
明
治
十
八
九
年
で
あ
っ
た
c

こ
の
時
期
は
永
井
博
士
の

産
業
革
命
の
始
期
た
る
二
十
三
年
前
後
と
相
去
る
こ
と
遠
か
ら
や
、
従
っ
て
博
士
に
到
し
て
は
好
ん
で
異
誌
を
立
て
る
が
如
き
観
が

あ
る
が
、
之
は
二
十
三
年
の
我
開
削
最
初
の
近
代
的
恐
慌
期
よ
り
も

m

と
の
沼
慌
の
原
閃
と
注
っ
た
紙
幣
務
時
完
了
後
の
企
業
熱
勃
興

期
を
以
て
産
業
革
命
の
始
期
を
劃
す
る
方
が
、
よ
り
安
首
で
は
た
い
か
と
者
へ
た
か
ら
に
舛
た
ら
た
い
。

ま
た
我
図
に
於
て
は
産
業
革
命
の
謹
展
過
程
が
卸
ち
資
本
主
義
経
済
の
稜
透
過
程
を
た
し
て
居
り
、
従
っ
て
英
闘
に
於
け
る
が
如

き
産
業
革
命
の
時
代
が
展
開
す
る
絵
地
は
乏
し
か
っ
た
と
す
る
論
者
も
あ
る
。
事
責
は
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、

と
の
限
り
に
於
て
産

業
革
命
の
始
期
・
終
期
を
劃
す
る
と
と
は
或
は
無
意
義
で
る
る
か
も
知
れ
-
泣
い
。
併
し
乍
ら
産
業
革
命
卸
ち
生
産
様
式
の
鐙
草
は
資

本
主
義
経
済
の
表
逮
過
程
に
於
て
重
要
注
出
来
事
で
あ
り
、
産
業
革
命
を
何
時
に
求
む
る
か
は
右
の
設
達
過
程
を
理
解
す
る
上
に
有

力
た
手
掛
り
と
た
る
が
故
に
、
ま
た
特
に
我
園
産
業
革
命
の
始
期
忙
閲
し
て
は
諸
設
必
や
し
も
一
致
せ
ざ
る
故
に
、
敢
て
駄
筆
を
弄

し
た
次
第
で
あ
る
。


